
 1 

令和３年度第２回総合教育会議議事録 

 日   時  令和３年１０月２６日（火） 午後２時００分～午後３時５０分 

 場   所  秦野市役所教育庁舎３階大会議室 

 出席委員 

市長 高橋 昌和  教育長 佐藤 直樹 

教育長職務代理者 牛田 洋史  委 員 飯田 文宏 

委 員 片山 惠一  委 員 小泉 裕子 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 正岡 義海 

文化スポーツ部長 宇佐美高明 

教育総務課長 守屋 紀子 

学校教育課長 久保田 貴 

学校教育課担当課長 上條 秀香 

教 職 員 課 長 古木  学 

教育指導課長兼  

教育研究所長 丸野 研二 

生涯学習課長 水島 一葉 

図 書 館 長 山本 英範 

南が丘小学校長 大森  智 

東 中 学 校 長 小澤 直彦 

西 中 学 校 長 田中 健嗣 

教育総務課課長代理 吉田 浩成 

 

 傍聴者  なし 

 

教育部長 それでは、皆様こんにちは。 

定刻少し前ですけれども、皆さんお揃いですので、只今から令

和３年度第２回総合教育会議を開催いたします。 

尚、本日は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１

条の４第５項の規定によりまして、関係者として３名の校長先生

に出席をしていただいておりますので、改めて御紹介をいたしま

す。 

私の右手から、南が丘小学校の大森校長先生です。 

 

大森校長 よろしくお願いします。 

 

教育部長 次に、西中学校の田中校長先生です。 

 

田中校長 よろしくお願いします。 

 

教育部長 次に、東中学校の小澤校長先生です。 
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小澤校長 よろしくお願いいたします。 

 

教育部長 よろしくお願いいたします。 

それでは、お手元にお配りいたしました会議次第に沿って進め

てまいります。まず、開会に当たりまして、高橋市長より御挨拶

をお願いいたします。 

 

高橋市長 皆様こんにちは。本日は、大変お忙しい中、総合教育会議に御

出席をいただきまして、誠にありがとうございます。 

さて、教育界にも様々な深刻な影響を及ぼしました新型感染症

でございますけれど、１０月１０日以降、秦野市では新規感染者

がゼロの日が続いて大変落ち着いた状況となっております。 

これも、市民の皆様がお一人お一人の基本的な感染症対策を始

めとする様々な取組をしていただき、それが実を結んだものとい

うことで、改めて感謝を申し上げるところでもあります。 

こういう状況を受けまして、秦野市では今、公共施設における

開館時間を通常に戻すなどの制限の緩和を進めているところでご

ざいます。 

第６波による感染再拡大も懸念をされておりますので、１１月

３０日までは基本的対策徹底期間に位置付けられておりますの

で、決して油断することなく、基本的な感染症対策を学校等にお

きましても、しっかりやっていただきたいと思います。 

一方、嬉しいニュースもございまして、今月１７日には学校給

食センター「はだのっ子キッチン」が開所されて、いよいよ１２

月１日から中学校完全給食が始まるということで、私自身、大変

この日を心待ちにしておりました。何よりも、生徒が喜んでくれ

るということを願っているところでもございます。 

今日は、秦野市が進める新たな学びにおける重要施策として「教

育水準の改善・向上について」と「ＧＩＧＡスクール構想への対

応状況について」の２点を議題とさせていただいております。ど

うぞ、忌憚のない御意見をいろいろお寄せいただければというふ

うに思います。よろしくお願いをいたします。 

 

教育部長 ありがとうございました。 

ここからは、議題に入るわけでございますけれども、進行につ

きましては秦野市総合教育会議運営要綱第２条第２項の規定によ

りまして、高橋市長にお願いします。 

市長、よろしくお願いいたします 
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高橋市長 

【議題（１）教育水準の改善・向上について】 

 

それでは、次第に従い進めてまいりたいと思います。 

まず、今回の最初の議題は「教育水準の改善・向上について」

でございます。 

早いもので市長就任以来４年が経とうとしておりますが、教育

水準の改善・向上は、先ほど挨拶で触れさせていただきましたが、

中学校完全給食の実現とともに、私のマニフェストでございます

５つの誓いの１つとして、秦野の未来を担う子どもたちの健全育

成に力を注ぐという私の強い決意でもございます。そのための

様々な環境整備に取り組んでまいったところでもございます。 

その評価指標の１つといたしまして、全国学力・学習状況調査

がございますけれど、令和３年度の結果について文部科学省から

送付を受けて、分析を進めているというふうに承知をしておりま

す。まずは、執行部の方から結果分析についての説明をお願いし

たいというふうに思います。 

 

教育指導課長 昨年度は、新型感染症の影響により中止となったため、２年ぶ

りに実施されました令和３年度の全国学力・学習状況調査でござ

いますが、小学校の国語で２．１ポイントの改善が見られまして、

中学校の国語と小中学校の算数、数学につきましては、ほぼ現状

維持、大きな変化は見られないという結果になっております。 

また、国の報告では新型感染症による影響はなかったとのこと

ですが、子どもたちの学力等について、これまで以上に丁寧に分

析し、対応していきたいというふうに考えております。 

質問紙調査につきましては、ＩＣＴ活用についての質問におい

て、全国平均を大きく超えるなど、本市が進めてまいりました施

策が結果に表れてきている部分もあるとも分析をしております。

教育水準の改善・向上の取組も３年目を迎えまして、園長校長会

や学校訪問等の機会を活用し、協働をキーワードに本市の方向性

を伝え、授業改善の必要性について発信をしてまいりましたが、

各校においては、これまで以上に丁寧に、自校の結果分析に取り

組むとともに各校の課題を職員全体で共有するなどしまして、学

力調査の結果にも繋がっているというふうに分析をしておりま

す。 

 

高橋市長 説明が終わりました。 

事前に私も報告を受けておりますけれど、只今の説明に対して、
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委員の皆様から御意見、御質問等があれば、お願いをしたいと思

います。 

 

片山委員 今、御説明いただいたんですけど、資料の１を見ますと、中学

校の国語については、令和元年度に入ってから改善傾向、今年も

続いているというような結果であると。また、国語が好きと答え

られる生徒さんが増えていますので、これが平均正答率の改善に

繋がっているのかなというふうに私は思っています。あと、中学

校の数学も、ここ５年間を見ますと、令和になってから全国との

差は減少傾向にあるんではないかと思います。国語ほどではない

んですけれども、改善しているのかなというふうに受け止めてお

ります。 

一方、小学校においては、中学校のような改善は認められない

んですけれども、国語の平均正答率が全国平均と比較して令和元

年よりは向上しているのかなと。また、算数については、正答率

は大きな変化はないという話なんですが、肯定的に回答する児童

が増えているということですので、全体とすると改善傾向にある

と思います。要するに、中学校、小学校ともに、教育水準が改善

してきているように私は思っているんですけれども、このような

改善傾向にある理由について、どのように分析をされているのか

を教えていただければと思います。 

 

教育指導課長 先ほど申し上げました協働をキーワードとしまして、市全体、

各校の意識改革が進みまして、学校長のリーダーシップが発揮さ

れたカリキュラムマネジメントの成果が結果に繋がっているとい

うふうに見ております。また、小学校について、教育委員会が行

ってまいりました学力向上施策を重点実施した学校では一定の成

果が出ているというふうに見ております。 

 

片山委員 今、お答えいただいたんですけれども、私も、各校の意識改革

が進んで教育水準が確実に向上してきているんだなということが

今の回答からもわかりました。この傾向が続くことを、今後も期

待したいと思います。 

ところで、川崎市や相模原市の結果が大きく改善されたという

ことが報道されていました。秦野市においては、川崎市や相模原

市ほどではないにしても、やはり先ほど申しましたように改善傾

向にあるのではないかなと思います。ただ、算数とか数学につい

ては、小幅な改善、または現状維持に近い状況に留まっているよ



 5 

うに思うんですけれども、この要因については、どのような分析

をされておられるのでしょうか。 

 

牛田委員 私も今回の学力・学習状況調査の結果分析につきましては、今、

片山委員がおっしゃったとおり、同じような感想、意見を持って

います。もう１つ加えて気になっていることは、令和元年度も同

じ質問をさせてもらったんですが、特に無回答率の割合が、本市

では相変わらず高い傾向にあるんですね。その辺のことについて、

どのように分析をされているのか、これも併せて担当課長の方か

ら少しお話し伺いたいと思います。 

 

教育指導課長 算数、数学に限ったことではないかもしれませんが、新たな学

びに対しての意識は変わってきております。具体的な方策に繋が

っていない部分がまだあるというところも、こちらでは分析をし

ているところでございます。 

また、無回答率の分析についてですが、短答式、選択式の無回

答率を踏まえますと、積み上げる個々の力は伸びていると分析を

しています。一方で記述式での無回答率が高く、算数、数学では

単に答えを出すだけではなく、計算の仕方や根拠の説明を求める

問題が出題されているということも伸び悩んだ要因というふうに

見ております。学習内容と実生活を結び付けて考える活動を行う

など、教えるから学ぶへの学びのスタイルの変換が重要であると

いうふうに考えております。 

 

片山委員 今、お答えいただいたんですが、理科離れが叫ばれて久しいと

いうことで思うんですけれども、私、工学部の教員でしたので、

理科系教育というのは重要かなと思っています。それで、算数や

数学が得意な生徒さんというのは、論理立てて物事を考えるとい

うことが言われていると思います。例えば、算数や数学の応用問

題を考えていくと、まずは問題文の意味を理解して、何をどのよ

うにすれば回答に辿り着くのかということを順序立てて考えるこ

とをしなければ問題は解けませんので、こういうことを実践して

いくと大幅な学力改善に繋がるのではないかなというふうに思っ

ています。としますと、今回の学力調査対象であります国語と算

数、数学というのは、学習における基本中の基本ということにな

りますので、今回の結果を引き続き詳細に分析して、秦野の子ど

もたちの学力向上の改善方法を作成していただきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。 
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飯田委員 教育水準の改善、そしてまた向上を考えていくうえで、家庭教

育の重要性について、私は以前から感じているんですが、家庭で

の学習習慣という面で、家庭との連携、この辺を強化することが

求められていると思っております。また、本市が取り組んでおり

ます家庭学習ノート、そして放課後学習支援事業の成果について、

お聞きしたいのですが、よろしくお願いいたします。 

 

教育指導課長 児童生徒の家庭等での学習支援を目的に、小学校５年生を対象

に民間業者と連携をしました放課後学習支援事業を実施してまい

りました。令和元年度は１会場、令和２年度は２会場に拡充して

まいりましたが、児童の参加が多かった学校では、調査結果の向

上が見られまして、放課後の学習機会を充実させることは重要で

あるというふうに分析をしております。本年度につきましては、

北公民館を会場として、はだのっ子寺子屋事業、通称「北っ子チ

ャレンジ教室」と命名し、実施をいたしまして、民間のノウハウ

から学んだことも生かしながら、放課後の学習支援に努めておる

ところでございます。 

また、教育研究所において家庭学習ノートを作成するなど、家

庭での自学自習についても支援をしてまいりました。一例ですが、

市内小学校では、全校で自主学習ノートに取り組み始めた学校も

出てきておりまして、６年生の担任の先生からは、子どもたちの

学習への主体性が伸びてきたというような報告も寄せられている

ところでございます。 

 

飯田委員 今、寺子屋というお話も出たんですが、放課後の学習の機会を

充実させることの重要性ということで、この寺子屋事業の展開は

今後どのように考えられているのかお聞かせください。 

 

教育指導課長 現在行っております北地区の取組を踏まえまして、来年度は西

地区へ拡充をしていきたいというふうに考えております。堀川公

民館の館長が、元小学校の校長先生ということもございまして、

次年度、コミュニティ・スクールと連動した展開をしていく予定

でございます。 

 

牛田委員 いろいろな課題があると思いますが、いずれにしましても、こ

のコロナ禍で子どもたちにとってはつらい学習環境の中で、今回

の分析結果につきましては、改善傾向であるということは評価を

していきたいと思います。 
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やはり、ここ数年で子どもはもちろん、家庭も学校も少しずつ

変化してきた。そして今、担当課長の方からも話が出たとおり、

様々な具体的な取組の積み重ねの成果が今回の分析結果に繋がっ

ているんじゃないかなと思うんですが、今日は校長先生方もお見

えですので、このことについて今の状況、学校の様子等を、少し

お話しをいただきたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

高橋市長 今、牛田委員からお話がございましたけれども、せっかく今日、

校長先生にいらしていただいていますので、学校の受けとめ方、

また、今年度の結果をどのように考えていらっしゃるのか、ぜひ

お聞かせいただければと思います。 

 

南が丘小学校長 小学校校長会会長、大森と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

本日は教育水準の改善、また向上へ向けてということで、本校

の現状と取組について御報告させていただきたいと思います。 

先ほどの御説明にもありましたけれども、本校におきましても、

国語の改善が見られました。本年度の特徴といたしましては、正

答数２問以下の児童が減少するなど、諦めずに学習に取り組んで、

また、できるところを一生懸命やったという結果が出ているかと

思っています。 

その背景には主に２つ。１つは「学年全体が大変落ちついてい

る」ということ、そして、もう一つは「学び合いの場を多く設定

する」という、その２つの要因があるかと考えられます。 

１つ目の「学年全体が落ちついている」ということですけれど

も、やはり日々の授業や行事に対して、本当に子どもたちが一生

懸命取り組んでいる姿が見られます。誰もが安心して学習に取り

組むということを感じておりまして、やはり学習者にとって安心

して学べる環境というのは非常に大きいと考えております。 

２つ目の「学びの場を多く設定する」では、例えば、学習の苦

手な子に配慮してグループを分けて、そして、その中で互いに教

え合いをすることで、説明する力をつけたりですとか、あとは、

行事や学校でのさまざまな話し合いの場面を通しましても、お互

いの話し合いの場面を多くして、みんなで学び合うという雰囲気

がつくれるように学校のほうで工夫をしております。みんなと一

緒に学び成長することは楽しいという思いが育まれるよう、教師

も、苦手な子もわかるところまで説明できればいいよ、その後は

ほかの子に今言った事はどうなのかちょっとつないでいこうかみ
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たいな形で、学びをつなぐことによって段階的な学びを促したり

ですとか、授業や活動の振り返りを発表し合ったりすることで学

び合うような雰囲気を育んでいくように取り組んでおります。 

また、本校の質問紙からでは、朝食や睡眠の生活リズム等が安

定している子が多くて、やはり家庭の影響、協力が非常に大きい

ということと、学校が楽しい、人の役に立ちたいなどポジティブ

な回答が多く出ております。これらの面では、生活自体に意欲を

持って過ごしてくれる子どもたちが非常に多いと思っておりま

す。 

ただ一方、課題といたしましては、やはり先ほど出ました、伝

わりやすく書くとか要約するとか、書くということに関しまして

は、まだまだ十分ではありません。児童が学校生活を楽しいと感

じ、また教育水準を向上させるためには、教職員が現状の課題を

把握して、よりよい授業や姿を求めて、子どもたちとともに学び

成長しようとする心と、また、外部教師等を招きながら校内研究

を進めるなど、授業力の向上が重要であると考えております。 

そのためには、まず学校、教室、そして、教師自身、親自身が

心をオープンにして謙虚に子どもと向き合って、子どもが今日一

日学校に行って幸せだったと思えるような学校づくりを進めるこ

とだと考えております。 

 

西中学校長 

 

中学校の教育研究会長の西中学校の田中でございます。今日は、

お話をさせていただける機会をありがとうございます。 

西中学校の教育水準の向上の取組についてお話をさせていただ

きたいと思います。 

まず１つ目は、校内研究です。本校では校内研究として、「主

体的・対話的な深い学びの実践」「学習の狙いに沿ったグループ

学習のあり方について」をテーマに研究を進めてきました。この

取組は、子どもたちの話し合い活動を通して思考力を育むための

大きな効果があったと思っています。 

２つ目は、職員の意識の向上です。まず、丁寧な指導を心がけ

る。例えば、基礎、基本の定着に向け、反復練習を１年生のとき

からしっかり行い、出された課題やノートなど、提出物も丁寧に

評価し、子どもたちに返すことをしました。また、本校では若い

教員が多く、研究熱心で授業改善への意欲も高く、また、クロー

ムブック等新しいものを取り入れていこうという意識が高かった

こともすごく影響していると思っています。 

３つ目は、先生方へのサポートの充実です。授業改善の視点で、
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教頭が中心となって先生方の教科指導についての指導、助言を丁

寧にしています。また、本校には模範となる、また指導できる先

生が複数おり、教科を超えて協力体制を組むことができました。

また、さまざまな場面で教育指導課の指導主事に指導、助言をい

ただき、それによって教員の力が高まったことも挙げられると思

います。 

４つ目は、全国学力・学習状況調査への対応ですが、特に国語

と数学については、定期テストのときに、１・２年生から学習状

況調査を意識した問題を取り入れるようにしています。また、３

年生進級時に、進級自己診断テストとして、前年度の問題を全国

学力・学習調査と同じ日程、日課で定期テストと同じように学年

全体で取り組む形をとっています。また、調査当日に向け、事前

に指導をしっかり行って、生徒が当日落ちついて調査が受けられ

るように工夫をしています。 

 

佐藤教育長 ただいま報告がありましたが、両校とも学校長の非常に強いリ

ーダーシップで、本当に熱心に取り組んでいただいております。

本日は、市長をはじめ教育委員の教育に関する期待というものを

直接感じていただきたくて、学校長に参加をお願いしました。 

改めて、この教育への期待はもとより、今両校発表いただきま

したが、各校の強み、よいところを市全体で、全校で共有して、

教育水準の改善・向上につなげていきたい、そんな思いでござい

ます。 

 

小泉委員 今、校長先生方からいろいろお話を伺いまして、子どもたちに

とても温かい気持ちで接してくださっていて、一人一人を伸ばし

ていこうという思いがとてもよく伝わってきました。 

去年、今年、コロナ対策で皆さん大変な思いをされているので

はないかと思います。その中で、新しい教育を模索しながら日々

活動してくださっているのをとてもありがたく思います。先生方

は大変だと思いながら聞かせていただきました。 

今はいろいろな家庭がたくさんあります。そして、細やかな配

慮が必要なお子さんが最近増えていると感じています。２０年ぐ

らい前、指導助手を１年間だけさせていただいたことがあって、

今もそのような支援は続いているのでしょうか。 

 

教職員課長 お話をいただきました件につきましては、現在も教育支援助手

として合計６６名、市内小中学校全校に配置させていただいてお
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ります。また、特別支援学級在籍の子どもたちへのサポートとし

ても、特別支援学級介助員を計５４名配置させていただいており

ます。 

なお、令和元年度からは、教職員の多忙化解消を図るべく、県

に先駆けて市費のスクールサポートスタッフを、令和２年度から

は県費のスクールサポートスタッフを配置させていただいており

まして、現在、市費、県費合わせて計４０名のスクールサポート

スタッフの方々により、小中学校全校配置をさせていただいてお

ります。 

 

南が丘小学校長 今、小泉委員からございましたけれども、さまざまな特性を持

ったお子さんが増えております。集団活動への不安を強く感じて

いたりとか、あと、低学年でなかなか母子分離ができず教室に入

れないお子さんもおります。そういったお子さんたちが大変増え

ている中、担任だけでは限界があるというのが現実です。 

そういった中、支援助手の方のように、見守りながら子どもに

寄り添ってもらうことは大変ありがたく、小学校ではこのような

存在が非常に重要になっております。 

また、昨年度、校長会で、特別な支援を必要とする児童の増加

に伴いまして、特別支援教育に精通されました専門家の派遣制度

をぜひお願いしたいということで依頼いたしましたところ、早速、

今年度実現していただき大変感謝しております。 

本校でも、この制度を活用させていただきまして、特別支援学

校を退職された先生を専門相談員として派遣していただきまし

た。その際に、社会的な自立に向けていくには、やはり児童同士

の交流が大変重要であるという貴重なアドバイスをいただきまし

て、なかなか交流自体が難しいお子さんもいられたのですけれど

も、思い切って翌日の体育の時間に交流をしましたら、子ども同

士が本当に笑顔で活動していたということがございました。 

やはりインクルーシブな学校づくり、それから秦野市が目指す

誰もが輝く暮らしよいまちの学びを推進していくためには、こう

いった専門家の方のアドバイスが非常に重要だと思っているとこ

ろです。今後ともぜひよろしくお願いいたします。 

 

牛田委員 今、大森校長先生のお話を聞いていますと、やはり教職員の多

忙化解消、これがとても大事なことではないかと思いました。そ

の点、本市では、さまざまな形で市から人的配置等を行っていた

だき、本当に私も教育委員の一人として感謝を申し上げたいと思
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います。ありがとうございます。 

それと、質問ですが、教育水準の改善・向上に向けて、教育委

員会がこれまで行ってきたさまざまな取組が、成果を上げている

ということで、もう少し具体的に、市教育委員会としての取組、

重点施策等の事業についてお話をお聞かせいただければと思いま

す。 

 

教育指導課長 まず、民間業者と連携、協働いたしました授業力向上プロジェ

クトにつきましては、客観的な視点での授業観察とフィードバッ

クを繰り返し実施することで授業改善を図る取組となっておりま

す。学力調査において、国語で４．１ポイントの改善が見られた

という結果も出ておりまして、そのほか、参加した学校の児童へ

のアンケート調査でも、「毎回の授業のまとめがわかる」と回答

する児童の割合が事前と事後で改善するなどの成果が見られてお

ります。 

今年度は、新たな学びステップアップ講座も実施しておるとこ

ろでございます。これは、教職経験１０年以下の希望教職員を対

象に、授業力向上プロジェクトで得ました民間のノウハウを生か

しまして、指導主事が授業参観、助言を定期的に実施するもので、

今年度は小中合わせて１１名の先生方に受講していただいている

ところでございます。 

また、アプローチプログラムにつきましては、教育委員会が作

成いたしました課題解決教材を授業で活用いたしまして、指導主

事と学校が協働で授業改善に取り組むプログラムとなっておりま

すが、昨年度参加した学校において、一例ですが、国語で２．１

ポイント改善した学校もあり、一定の成果が出ていると分析して

おります。 

 

牛田委員 ありがとうございます。今、担当課長から民間との連携という

お話がありましたけれども、この民間との連携については、一昔

前、私が現場にいたころは、学校と民間の連携の姿というのはと

ても考えられないことだったけれども、今はやはり地方公共団体

と民間との連携、協働というのが当たり前の時代だと思うのです

ね。ですので、ぜひ教育の現場において、民間が持っているノウ

ハウを積極的に吸収し活用して、壁をつくることなく民間との連

携にを積極的に進めていっていただきたいと思います。 

それと、いま一つは、今回の学習状況調査の中で私が気になっ

ているのは、質問紙調査の自己肯定感の状況なのですね。「自分
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にはよいところがある」という項目ですが、全国の割合と本市の

割合はそんなに差がないのですが、でも、７０％台の中盤で決し

て高くはないですね。 

この辺のところは、やはり私は全国を上回るような、限りなく

１００％に近い、子どもたちが自分にはよいところがあると思え

るように認めて、褒めて、自信をつけさせてあげたいという思い

ですね。これは、やはり周りの大人の責任ではないかと思います。

教師だけではなくてね。ぜひ、この力が学習の、学力の向上に限

ったことではなくて、これから将来、生きて働いていく力にもな

っていくと思いますので、大事にしていきたいと思っております。 

 

教育指導課長 牛田委員御指摘のとおり、自己肯定感につきましては、以前も

御指摘をいただいております。引き続き学校と連携して取り組ん

でいく必要があると考えております。 

また、保護者への啓発も大変重要と考えておりまして、調査の

結果、分析の中でも触れまして、保護者への啓発を図っていきた

いと考えております。 

 

飯田委員 私は、質問紙調査の結果についての正答率だけではなく気にな

るところがありますが、今の牛田委員が言われた自己肯定感に関

することや学習習慣に関すること、また、主体的な学びに関する

こと、そして、今年から質問の中で「やると決めたことはやり遂

げるようにしている」、このような質問などは、学習意欲に関す

ることにつながるような気がいたします。 

また、非認知能力を図る上で、質問紙の結果分析も重要ではな

いかと思いますが、その辺はいかがでしょうか。 

 

教育指導課長 質問紙調査につきましては、特に学習に関する質問では、中学

校で「国語は好き」「国語は大切だと思う」「国語は将来役に立

つと思う」と回答した生徒の割合が全国平均を上回る形となって

おります。また、小学校では、「算数が好き」と回答した児童の

割合が、全国平均には届いていないものの、経年変化では改善を

してきているという傾向になっております。 

教育委員会といたしましては、学習を支える力となる非認知能

力にも着目しておりまして、指標としております「進んで課題に

取り組んでいる」の質問項目において、小学校が以前よりも改善

しているという結果も出ておりまして、今、牛田委員御指摘の自

己肯定感、飯田委員に注目していただいておりますやり抜く力、
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こういった点を、引き続き非認知能力と学力の壁について研究を

進めてまいりたいと考えております。 

 

飯田委員 今、非認知能力に着目するということで、大変いいことだと思

っております。非認知能力を伸ばすというか、育てるというか、

そういうものは家庭、そして地域との連携が本当に大事だと思っ

ております。本市で進めているコミュニティ・スクールは、今、

研究校も含めると１３校が取り組んでいる状況だと思っておりま

す。学校、家庭、そして地域が一体となって子どもたちを育む、

そういったコミュニティ・スクールの成果について少しお聞きし

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

西中学校長 西中学校長の田中でございます。 

本校は、コミュニティ・スクール指定６年目を迎えて一生懸命

頑張っているところですが、新型コロナの関係でなかなか今活動

ができないという厳しい状況の中にいます。 

コミュニティ・スクールと学力向上について詳しく研究したわ

けではないのですが、全国学力・学習状況調査で質問紙の結果の

中に、「今住んでいる地域の行事に参加していますか」というも

のがありまして、なかなか全国までには届かないのですが、県平

均は超えています。 

それから、「地域や社会をよくするために何かすべきことを考

えることがありますか」というコメントについても県平均を超え

ているということで、個人的な感想になってしまいますが、やは

り地域との関係が深まって生徒一人ひとりが地域に見守られてい

るという感覚は育っていると思います。地域の方とお話をしても、

そういう感覚が育っているのではないかとは自分では感じていま

す。 

 

高橋市長 ありがとうございました。 

これまでの教育委員会あるいは各学校の取組が、少しずつ成果

につながってきているということがよくわかりました。 

引き続き、調査の分析結果を生かした取組が必要だと思います

けれども、今後の対応、取組はどのようか伺いたいと思います。 

 

教育指導課長 今後についてでございますが、まず、今年度から取り組んでお

ります学びの基盤プロジェクトを重点施策の一つとしておりまし

て、学力と非認知能力の関連、また、個の伸びを見る調査として、
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経年変化を見込みながら活用してまいりたいと考えております。

今年度は、小中学校５校で実施しておりまして、来年度は実施対

象学年と実施校数を増やしていきたいと考えております。 

また、先ほど申し上げましたが、昨年度実施しました学校で一

定の成果が見られますアプローチプログラムにつきましても、重

点化して取り組んでまいりたいと考えております。 

 

高橋市長 ありがとうございました。 

新規事業も含めて調査の分析結果を生かした取組が必要だと思

います。新規事業、そして、今後の取組について、委員の皆様か

ら御意見、御質問があればお願いしたいと思います。 

 

片山委員 非認知能力が極めて重要であるというのは、皆さん認識されて

いることですけれども、非認知能力と言われるとなかなか理解し

にくい、その定義や数値化が難しいことが言われています。 

非認知能力とは、日常生活をしていくに当たって不可欠で当た

り前の力なのかと個人的には思っているのです。 

この能力に関して、学びの基盤プロジェクトということを今や

っていると思いますが、その現状について教えていただきたいと

思います。 

 

教育指導課長 先週１０月２０日に、文部科学省の学びの先端技術活用推進室

の大根田頼尚専門官を講師として招聘いたしました研究会を実施

しております。その中で、全国学力・学習状況調査と本市の学び

の基盤プロジェクトの関連づけについて御示唆をいただいたとこ

ろでございます。また、今後指導主事が、モデル校であります５

校をそれぞれ訪問しまして、協働した分析を進めることとしてお

ります。先ほども申しましたが、次年度は参加校を拡充、学校と

協働した取組をさらに推進していきたいと考えております。 

 

片山委員 ありがとうございます。 

文部科学省の方から直接お話を聞く機会があったということで

すけれども、秦野市と文部科学省はかなり綿密に打ち合わせをさ

れているようですね。このような機会は今後もあることを期待し

たいと思います。 

また、学びの基盤プロジェクトは先進的な取組の一つであると

思いますので、こちらに関しても、文部科学省の方と連絡を密に

してどんどん進めていっていただきたいと思います。よろしくお
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願いいたします。 

 

牛田委員 １人の子どもを追跡していく、子どもの成長、発達を追跡して

いく学びの基盤プロジェクト、本当に私もこのような取組は大事

だと思います。個々の伸びしろには違いがあるし、その成長の進

化にはやはり違いがあります。ですので、一人ひとりの子どもた

ちの育ちを追跡してくれることはとても意義のあることだと思い

ますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

それで、やはりこういった取組は、経年で変化してくることは

もちろんだけれども、これからどうしていくのかという具体的な

積み重ねが大事だと思うのですね。ですので、学習攻略等の取組

もさまざまな形で行われているようですけれども、そういった取

組をしっかりと丁寧に積み上げていってほしいと思います。 

やはり繰り返し、そして、反省をしながら振り返りながら次に

進んでいく、そういったスモールステップの取組も大事にしてい

ただきたいと思います。 

 

小泉委員 少し視点が変わってしまうかもしれないのですけれども、学習

意欲の基盤となる非認知能力の育成や読解力の向上、その点から

の読書やＮＩＥ教育も重要ではないかと考えています。 

図書室に学校司書を置かれるようになって、今は小学校に週３

日、中学校に週２日配置されているということですけれども、図

書室に人がいるということは、とても大切だと考えております。

読書量を増やすことも大事ですけれども、子どもにとっての居場

所、または担任以外の話せる大人がいるという安心感もあるので

はないかと思っています。ぜひ学校司書の方には、先生方と連携

して子どもたちの学びのサポートをしていただいたらと思いま

す。 

学校における読書活動充実への取組はどのようになっているの

でしょうか。 

 

教育研究所長 教育研究所では、昨年度より「読書の森」という読書通帳のよ

うな取組を進めておりまして、一定数の読書を達成した児童生徒

を表彰する仕組みを構築しております。また、１２月には、東京

子ども図書館の鈴木晴子氏を講師といたしまして、北幼稚園の保

護者を対象に、北公民館で読み聞かせについての講演会を実施す

る予定で、先ほど申し上げました「読書の森」の幼児版である「絵

本の森」を含めまして、幼児期に本に触れることを推進してまい
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りたいと考えております。 

さらに、関連いたしまして、教育に新聞をと言われるＮＩＥ教

育にも取り組んでおりまして、今年度は２つの中学校で推進して

いただいているところでございます。 

 

小泉委員 ありがとうございます。私もかねてから、読み聞かせ等子ども

たちに本を読んであげることはとても大事だと。それも、秦野市

でもブックスタートというのをやっていますけれども、やはり小

さいころからの読み聞かせが、子どもたちの心の安定につながっ

ていくのだろうと考えております。 

市の図書館でも、「よむよむカード」とか「みるみるカード」

とか、さまざまな取組がされていますけれども、ぜひ学校司書、

それから先生方との連携を密にしていただいて、子どもたちが足

を運びやすい学校図書室、立派な図書館もあるのですけれども、

図書館へはやはり親御さんの手をかりないと行けない子とか、そ

ういう状況があるかと思うのですね。ですから、ぜひ、学校の図

書室が充実していることが大事だろうと思っております。よろし

くお願いいたします。 

 

高橋市長 ありがとうございました。いろいろな視点から御意見をいただ

きました。 

全国学力・学習状況調査の分析から、さまざまな取組が進んで

いるということは、よくわかりました。 

昨年度ＧＩＧＡスクール構想で導入いたしました１人１台タブ

レットも、この教育水準の改善・向上に大きくかかわるものだと

も思います。 

次の議題をＧＩＧＡスクール構想への対応としておりますの

で、もしよろしければ次の議題に移りたいと思いますけれども、

いかがでしょうか。よろしいですか。 

―異議なし― 

 

 

 

 

 

 

 

 



 17

 

 

高橋市長 

【議題（２）ＧＩＧＡスクール構想への対応状況について】 

 

それでは、ＧＩＧＡスクール構想への対応状況についてを議題

としたいと思います。 

本市のＧＩＧＡスクール構想への取組につきましては、本年３

月までに１人１台の学習用端末の整備が完了いたしまして、４月

から本格運用が始まっております。各小中学校において活用が進

んでいると期待しておりますが、本格導入から約半年が過ぎた現

在までの取組、また、そこから見えてきた課題について、執行部

から説明をお願いいたします。 

 

学校教育課長 最初に、学校教育課からＧＩＧＡスクール構想に基づく環境整

備の経過や、現在の端末利用状況等について、お手元の資料２に

より説明いたします。 

まず、資料２の項番１、ＧＩＧＡスクール構想と本市の取組で

すが、ＧＩＧＡスクール構想は、子どもたちの情報活用能力を確

実に育む教育環境の実現を目指し、これまでの教育実践の蓄積に

加えＩＣＴを活用することで、学習活動の一層の充実や主体的・

対話的で深い学びの視点からの授業改善を図るものでございま

す。 

令和元年６月の学校教育の情報化の推進に関する法律の公布、

施行、また、同年１２月のＧＩＧＡスクール構想の閣議決定を受

けて、本市では令和２年２月２１日に環境整備に係る政策決定を

受けた上で、同月２５日の臨時教育委員会会議において、秦野市

立学校における教育の情報化基本方針が決定されました。 

資料にございますように、基本方針では、ハード面におけるＩ

ＣＴ環境の整備を行うとともに、日常的にＩＣＴを活用できる体

制整備に努めながら、ソフト面でのＩＣＴを活用した学びの充実

に取り組むこととしております。特にハード面につきましては、

令和２年度中に小中学校２２校で高速大容量の校内ネットワーク

の整備と児童生徒１人１台の学習用端末を小学校に８，３４７台、

中学校に４，１４８台、合わせて１万２，４９５台の配置を完了

いたしました。 

また、日常的にＩＣＴを活用できる体制整備としましては、令

和２年度中に端末操作説明会の開催や操作マニュアルの作成、さ

らには、全ての小中学校に民間事業者の専門員をＧＩＧＡスクー

ルサポーターとして配置するなど、導入に係る教職員の負担軽減

に努めてまいりました。 
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令和３年度に入りましても、資料の項番２、円滑な導入のため

の支援状況にありますとおり、学校からのソフトウェアに関する

問い合わせやハードウェアの保守依頼など、今年８月末現在で合

計３４７件に対応するなど、学校現場の負担にも配慮しながらＩ

ＣＴ環境の整備に継続的に取り組んでいるところでございます。 

次に、資料の２ページを御覧ください。項番３の小・中学校に

おける学習用端末の使用状況ですが、このグラフは、小中学校２

２校における学習用端末の活用状況をあらわす指標の一つとして

まとめたものでございます。 

まず、上の折れ線グラフは、学習用端末１万２，４９５台のう

ち、１カ月に１回以上利用した端末の割合を示したものです。本

年４月の時点では５７．１％、約７，１３５台の使用にとどまっ

ていましたが、５月には８３．０％で約１万３７１台、６月には

９３．９％で１万１，７３３台、夏休み期間の７月、８月を経ま

して、９月には９９．７％で約１万２，４５８台となり、各校で

の活用は順調に伸び、学習用端末が有効活用されていることがわ

かります。 

また、活用状況の進捗に伴い、下のグラフにございます通信量

も、４月の５．１ＴＢから９月は１８．１ＴＢ、約３．５５倍ま

で増加しております。教員活動においてＩＣＴ端末を活用する場

面が着実に増加しているということがわかります。 

 

教育研究所長 私からは、１人１台端末の活用状況について御説明いたします。 

各校においては、学校が中心となってＩＣＴの活用を推進して

いくＩＣＴマイスター、または、情報教育担当者を先頭に、効果

的な活用方法について日々研究を重ね、推進を図っているところ

でございます。 

ＩＣＴマイスター等が講師となりまして、ワンポイントの研修

会を実施したり、また、各校の実践を学級通信のように紹介する、

また、授業公開をするなど、学校の実態に応じた取組を進めてい

るところでございます。 

活用の状況につきましては、学校の実態に応じて多少異なる部

分がございますが、平成２８年度より導入しておりますロイロノ

ートと今年度導入いたしましたGoogle Workspace for Education

のアプリをメインに活用しておりまして、児童生徒の一人ひとり

の意見や考えを共有し、話し合いを活発にしたりグループで共同

編集し、同時に一つの成果物を作成したりという取組も行われて

いるところでございます。 
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また、教育研究所主催の研修会も計画的に行っているところで

ございます。活用や情報モラル等に関する研修会を今年度に入り

まして４回開催しております。いずれの研修会においても、先生

方は大変熱心に取り組んでいただきまして、７月に開催いたしま

したＩＣＴ活用研修会では、情報通信総合研究所の平井聡一郎氏

を講師にお招きしまして、オンラインで御講演をいただきました。

参加者の感想の中には、「タブレット端末を活用することで子ど

もたちの学びの幅が広がるのではないかということを実感した」

というような大変前向きな感想が多く見られたところでございま

す。 

 

高橋市長 ありがとうございました。 

秦野市では、いち早くこの整備に着手したということで、子ど

もたちはタブレットを活用した学習が順調にスタートしたようで

ございます。 

私も実際に、今年２月に実証実験校でございます東中学校に授

業参観させていただきましたけれども、先生方によるタブレット

端末を活用した授業づくり、そして、生徒がタブレット端末をし

っかりと使いこなしている姿に大変驚いたところでございます。 

まさに授業が、昔と違って大きく変化をしていることを感じた

ところですが、今日は実証実験校の東中学校から現状報告をして

いただけるということでございますので、小澤校長、よろしくお

願いしたいと思います。 

 

東中学校長 こんにちは。東中学校校長の小澤です。今日はどうもありがと

うございます。 

本校では、昨年５月より、教育委員会よりＩＣＴの利活用を推

進する実証実験校の指定を受けたことから、教育委員会と連携し

て今まで取り組んでまいりました。昨年２月には、先ほどもお話

がありましたように高橋市長にお越しいただき、学校としては大

変励みになりました。 

本日は、総合教育会議での本校の取組を発表してほしいとの依

頼を受けまして、説明させていただきます。 

昨年４月、突然の臨時休校で、本校の先生方は、今、子どもた

ちのために何ができるかということを日々探っておりました。そ

んな中、若い先生方を中心に、タブレットを活用して動画の配信

ができないだろうかという声が上がり、すぐに教育委員会との連

携した取組をスタートさせました。 
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まず、各家庭への協力をお願いした上で、有志の教師が集まり、

実際に動画の撮影に挑戦してみました。その後、６月１日の学校

再開までには６０本以上の動画「Ｔｏｕｔｕｂｕ（東
トウ

チューブ）」

というものを作りまして限定配信し、学習の保障を行ってまいり

ました。 

また、オンラインによる職員会議にも取り組み、６月の学校再

開後、分散登校時には、午前、午後の時差登校を利用してリモー

トの朝の会や、学校が始まってからは、生徒が主体となってリモ

ート生徒総会等も実施してまいりました。 

こうした経験を生かし、今年度２学期最初の緊急事態宣言下で

は、８月３１日より午後の在宅学習で振り返りの時間にタブレッ

トを使用して行い、９月６日の週からは午後の在宅学習でオンラ

イン授業に取り組みました。また、１３日の週からはクラスごと

の授業まで行うことが可能となりました。 

それでは、その様子を動画で見ていただきたいと思います。 

（動画再生開始） 

これが１年生の数学の授業になります。黒板を半分半分交互に

映していく一番基本的なやり方だと思います。 

こちらは３年生の数学の授業となりますが、担当しているのは

非常勤の先生です。快くオンライン授業に挑戦していただきまし

た。 

こちらは美術の授業になります。採用２年目の教諭となります

が、今回実技４教科でも全てオンライン授業を実施することがで

きました。 

こちらは国語の授業になります。先ほど所長より説明がありま

した本校ＩＣＴマイスターの櫻井教諭になります。本校のＩＣＴ

を使った業務改善にも積極的に取り組んでいただいています。 

こちらが２年生の英語の授業になります。こちら佐藤教諭も、

先ほどお話したＴｏｕＴｕｂｅの撮影などに尽力していただきま

した。 

この画面共有は、生徒の皆さん個々の画面にも出ますので見や

すいと好評でした。 

こちらは支援級のオンライン授業となります。再任用の先生で

すが、タブレットを駆使して支援級独自のオンライン授業に取り

組んでいただきました。 

２年生、３年生は、昨年のオンラインホームルームを経験して

いるので、スムーズに今年も行うことができていて、１年生も日

に日になれて大きな問題もありませんでした。また、ふだん登校
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しにくい生徒も、オンラインに参加するということが非常によか

ったと思っています。 

（動画再生終了） 

本校の取組を振り返りますと、やはりＩＣＴに詳しい先生方の

存在は大事ですが、ただ単にタブレットを使うだけでは学力向上

につながらないので、ベテランの先生方に、どう効果的に授業に

生かしていくかという学校全体のチームワークが非常に大切だと

考えております。 

以上、簡単ですが、御報告させていただきました。ありがとう

ございます。 

 

片山委員 今、拝見させていただいて、ＩＣＴマイスターの方を中心に、

東中学校では非常にうまく回っているなという感じがしました。 

教育研究発表会でもマイスターの方が発表されたのですけれど

も、本当に不得意な先生方がおられるせいもあるのかと思ったの

ですが、非常に楽しく、親しみやすいというか、先生がこんなこ

とをやるのかという登場の仕方をされて、かなり苦労されている

のだということを私自身も感じて、ちょっと微笑ましく思いまし

た。 

その実態を見せていただいたのですけれども、東中学校では非

常にうまく回っていると思いますが、ほかの学校についてどうな

っているのかということを一つお聞きしたい。 

それと、もう一つですけれども、大学ではリモート授業が当た

り前になっているのですが、やはり対面授業にしようということ

で、東海大学もそちらに動くのですが、なかなか先生方の息がそ

ろわないというか、今、現実は併用という形でやらせていただい

ていると思うのですけれども、小学校、中学校においても、今の

状況だったら対面でできると思うのですが、コロナの感染状況に

よってはリモート授業が主になるのかということを思います。そ

の際は、お子さんたちは御家庭での支援がちょっと必要になって

くるのかと思うのですけれども、そのあたりの課題について教え

ていただければと思います。 

 

教育研究所長 緊急事態宣言中の活用状況になりますが、９月７日に各校に依

頼しました調査の結果では、全ての小中学校で端末の持ち帰りを

一度は実施しているという報告を受けております。学習ドリルな

どに取り組んだり、テレビ会議アプリによってオンライン授業の

試行を実施するなど、学校の実態に応じたオンラインでの支援を
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試みたところでございます。 

しかしながら、特に小学校の低学年では、端末の操作等の扱い

に課題がありまして、取組の難しさ、さらには、段階的に指導を

進めていく必要性を感じたところでございます。 

 

学校教育課長 家庭への支援につきましては、資料２の４ページを御覧くださ

い。 

４ページにございますイラストは、学習用端末のインターネッ

ト接続をイメージしたものです。４つの接続方法のうち、右上は

通常の教室内で利用する場合、左上は既に家庭内にインターネッ

ト環境が整備されている場合、右下は家庭で既に保有しているス

マートフォンやモバイルＷｉ－Ｆｉルーターを使ってインターネ

ットに接続する場合を表しています。それらのいずれにも該当せ

ず、現時点でＷｉ－Ｆｉの環境等がない御家庭には、国庫補助を

活用して本市が購入いたしましたモバイルＷｉ－Ｆｉルーターを

希望に応じて無償で貸与しております。 

昨日、１０月２５日現在では、市全体で２１世帯、２５名の児

童生徒に貸与しております。保護者からさまざまな問い合わせを

受ける中では、通信業者によってルーターが無償提供されるプラ

ンもあると聞いております。今後も各家庭の実情に合わせて支援

を継続していきたいと考えています。 

また、学習に要する通信費は各家庭の負担となりますが、就学

援助認定世帯や特別支援教育就学奨励費の支給世帯には、オンラ

イン通信費に対する援助として国の基準に基づく月額１，０００

円を援助いたしております。 

 

牛田委員 私は、東中学校の実証実験校としての取組を今、拝見させてい

ただいて、学習環境のデジタル化、ここまでいよいよ本市にも来

ているかと、その波が来ているのだなと感想を持ちました。ユー

チューブを用いてトーチューブ、そしてまたタブレットを使って

のオンラインでの生徒総会、そして、授業の展開、また、それぞ

れのホームルームでの朝の会とか帰りの会でしょうか、そういっ

たところでもタブレットを使っている。 

先ほどのこの画面を見ていますと、これは一クラスの映像だっ

たでしょうか。子どもが６～７人いて６列あるのかな。これはき

っと座席表と全く同じですね、タブレットの配置が。私が勝手に

解釈したのですが、これでホームルームができると思うと、何か

もう１０年、２０年前は想像すらしなかった、そんな状況です。 
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それで、東中学校がこのようにしっかりと取組の成果が表れて

いるというのは、やはり学校にＩＣＴマイスターの存在もあり、

この機器の取扱いになれていらっしゃる方がいられる。また、そ

れをサポートする市教育委員会としての手厚い支援等も指導課を

中心に進められていると。こういういろいろな条件がある中で、

東中学校の今の取組が進められているのではないかと思うのです

が、全ての学校がそういうわけにいきませんね。 

今の東中学校の取組が、やはり他の中学校に先んじて取り組ま

れていることは、これはやはり支援と言ったらいいのか、実証実

験校ですから、私も自然な流れだと思うのですが、このような取

組をしていくのは大変なことがもちろんあると思いますが、ほか

の学校に対しての支援と言ったらいいでしょうか、この実証実験

校ではないほかの学校は、なかなかそこまで進めるかというと、

現時点ではかなり厳しいものがあるのではないかと思うのです

ね。 

先ほど指導課長からも話がありましたけれども、やはり機器の

取扱い方になれていらっしゃらない先生方も多くあるような話も

されました。今後、こういった実証実験校とそうでない学校との

その辺の差をどんな形で縮められていくのか。いわゆる秦野市の

小学校を含めると２２校全体の学習環境のデジタル化の底上げ、

その辺のところを教育委員会として今後どういう取組をされてい

こうとしているのか。その辺のところについて、何か現在具体的

な考え等があればお聞かせ願いたいと思います。 

 

教育研究所長 今お話しいただきました各校の活用推進の差という部分でござ

いますが、市全体のＩＣＴの水準を測るために、先ほどからお話

に上がっております資料２の３ページの下の部分に各校のＩＣＴ

マイスターの取組状況も記載させていただいております。ＩＣＴ

マイスターがアプリを通しまして実践等をいつでも共有できる体

制を整えております。また、現在２７名のＩＣＴマイスターがい

らっしゃいますが、今後、各校のそういったＩＣＴに強みを持っ

ている先生方の追加募集を図りまして、活用推進の差をできるだ

け解消できるような取組も進めてまいりたいと考えております。 

また、先ほど小澤校長先生のお話にもございましたが、大前提

といたしましてタブレット端末を使うことが目的にならずに、学

習目標及び主体的・対話的で深い学びを実現するためのツールで

あるという大前提に立ち返りまして、また、無駄なく、無理なく、

有効活用を目指すということを各学校に６月に通知して確認して
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いるところでございます。 

タブレット端末の有効性は、今年度の全国学力・学習状況調査

の結果にも表れていると感じております。授業支援アプリ試行ツ

ールの導入が、小学校の国語の改善の一つになっているとも分析

しております。そういった意味も含めまして、今後有効に各校で

活用していただけるように教育研究所としては支援してまいりた

いと考えております。 

 

小泉委員 タブレット端末が活用されるようになって、市内全域でそうい

う活動が出来上がってくると、学びをサポートするという意味で

はとても有効なものであると思うのですけれども、使い方によっ

ては危険な状況が出てくるのではないかとちょっと危惧しており

ます。 

先月、町田市において、小学校６年生の女の子のいじめの問題

でとても悲しい思いをしました。そのようなことは絶対にあって

はならないと思っております。 

先ほども研修会を何回かされているというお話もされましたの

で、大丈夫かと思うのですけれども、秦野市でもこのような悲し

い事件が起きないように取組をされているのでしょうか。 

 

飯田委員 私も、小泉委員がおっしゃるように、町田市の事件のようなこ

とが絶対に起こってはいけないと本当に強く思っております。小

泉委員もおっしゃられていましたが、いろいろなモラルに関して

の研修も行われていますが、やはり心配な面もあり、情報モラル

については、さらなる充実を図っていく必要があると思っており

ます。 

児童生徒のモラルの向上と同時に、ある程度の運用ルール、そ

して制限をかける必要があると私は思っているのですが、その辺

についてはいかがでしょうか。 

 

教育研究所長 今お話にありました町田市の事案につきましては、教育研究所、

教育指導課のほうにも、多くの方が御心配の声を寄せていただい

ているところでございます。 

町田市と秦野市につきましては、設定に大きな違いがございま

す。まず、町田市に関しましては、ＩＤに児童に対して割り振ら

れました通し番号が含まれているというところで、児童が容易に

他の児童のＩＤを推測しやすい、想像しやすいというところでご

ざいます。パスワードに関しましても、全員共通のパスワードを
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共有していたということもございまして、他の児童のアカウント

に自由にログインできてしまうという状況であったと聞いており

ます。 

それに対しまして、本市では、アカウント及びパスワードに関

しましては、全児童生徒にランダムに設定して配布しております。

また、子どもたち同士でテレビ会議やチャットができないように

制限をかけるというところ、あと、御家庭に関しましても、２ペ

ージの下段のところに家庭学習の手引きといって保護者用手引き

を作成したという記述がございます。こういったリーフレットを

手引き等で端末操作、またはアカウントの管理等の個人情報の取

扱いについても、御家庭でお子さんと一緒に確認をお願いしてい

るところでございます。 

 

小泉委員 町田市と秦野市の違いについてもよくわかりましたし、しっか

り対応していただいているということがわかりましたので安心い

たしました。 

このようなことが、教育委員会や学校でさまざま対応されてい

く中で活用が推進されていくと、先生方の授業準備等大変になっ

てくるのではないか、導入されたことによって教職員の方の負担

にならないかと少々心配しておりますが、その辺はいかがでしょ

うか。 

 

学校教育課長 ＧＩＧＡスクール構想の導入に伴う新たな負担につきまして

は、民間事業者も活用した人的、技術的な支援に努めているとこ

ろです。先ほどから御指摘いただいておりますとおり、本市の重

要施策である教育水準の改善・向上をはじめ、各校がさまざまな

目標の達成や課題の解決に取り組むためには、まずは学校と教育

委員会が連携し、教職員の多忙化解消を強力に推し進める必要が

あると考えております。 

市長並びに教育長から直接御指示を受け、教職員課を中心に、

負担軽減のためにさまざまな検討を進めているところですが、環

境整備を所管する立場では、この度のＧＩＧＡスクール構想に伴

う学校ＩＣＴ環境の劇的な変化を教職員の多忙化解消につなげる

大きなチャンスと捉え、令和５年度に更新を迎える校務支援シス

テムをはじめ、学校ＩＣＴ環境やシステム全体の見直しにつなげ

ていきたいと考えております。 

校務支援システムにつきましては、既に庁内関係課等の検討作

業を始めており、今後は、各校の意見を聞きながら学校ＩＣＴ環
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境のさらなる拡充と教職員の多忙化解消に努めてまいります。 

 

教育研究所長 今、小泉委員より御指摘いただきました教職員への負担という

部分でございますが、導入当初、慣れる状況になるまでは、各学

校、各先生方に一定の負担がかかっておったのも事実でございま

す。ですが、今後、有効活用が図られてくることでさまざまな面

で負担が軽減されていくとも考えております。 

現在、テスト等のデジタル化によりますテストの作成から配布、

回収、採点、集計、評価という一連の動き、こういったものを 

ＣＢＴ化いたしまして、教職員の負担軽減を目指しております。

鶴巻中学校では１０月１９日に実証実験に取り組んでおりまし

て、その成果と課題について今後分析を行っていく予定でござい

ます。 

 

佐藤教育長 今、研究所長からＣＢＴ化という言葉が出ましたが、これは、

一連の流れを一つタブレットで完結してしまおうと。コンピュー

ター・ベースド・テスティングという略なのですけれども、要す

るに、パソコン上で全て完結してしまうと、今まで先生たちがた

くさんやってきた仕事が瞬時に行われるという考え方でございま

す。 

いずれにしましても、やはり現場の先生方の受けとめ方が非常

に重要になってくると思いますので、せっかく東中学校の校長先

生に来ていただいていますので、校長先生、学校での先生方の受

けとめ方がどのようかということをちょっとお聞かせいただけれ

ばと思います。 

 

東中学校長 本校では、先ほどもお話ししたとおり、ＩＣＴ活用推進委員会

を立ち上げておりますので、職員に少し聞いてみました。 

まず、アカウントやパスワードの配布など最初は非常に大変で

あったが、それを乗り越えることでＩＣＴ化が急速に進んでいっ

たと感じているようです。特に、昨年の休業中の連休明けのとき

には、動画作成の研修を数回実施することができました。 

ＩＣＴ活用推進委員会を立ち上げ、つまずいてもＩＣＴの得意

な職員が助ける体制をつくることで学校全体のＩＣＴ化を推し進

めることができ、先ほどもお話ししたように、教職員の関係を深

めていったように感じる職員が多いと感じています。 

ＩＣＴに抵抗がある、苦手な職員も、今では普通にクロームブ

ックなどを使い、それぞれの職員がさまざまな工夫を凝らしてＩ
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ＣＴ化により授業をよりよくしようと努力をしています。 

プリントとかアンケートなど、配布、回収、採点、評価、集計

などに割かれる時間が圧倒的に減ってきていると話している職員

は多いです。ＣＢＴなどを進めることになれば、この先、さらに

働き方改革が進むのではないかという期待も持っているところで

ございます。 

書類のデータ化によりペーパーレス化も本校は進んでおりま

す。ＳＤＧｓの観点からも、これらは重要になるのではないかと

思っております。 

また、学習支援アプリの活用状況について少しお話をさせてい

ただきたいと思いますが、キュビナやデキタスなどを活用してい

るのですが、現在本校では、全生徒が学校内でも家庭に持ち帰っ

たときでも使えるような状態にしてあります。デキタスについて

は、休校中に家庭学習の補助として考え、今はテスト前の個々の

復習などの学習補助に生徒が使っている状況になっています。キ

ュビナについては、教科によって単元終了後、練習問題として使

用したり、自習の時間に活用したりして使っています。両方とも

気軽に扱えるので意欲的に学習に取り組む生徒も出てきていると

いう状況になっております。 

 

佐藤教育長 ありがとうございました。 

キュビナというのは、ＡＩが先生役をやってくれるソフトウェ

アになっていまして、今、実証実験で無償で活用させていただい

ております。ぜひ各校で活用を図っていただいて学力向上につな

げていただきたいというこちらの思いです。 

先日、毎週月曜日、市長と打ち合わせをさせていただいていま

すが、市長のお話の中に、何でも自分事として考えることが大事

だというお話がありました。私は、今聞かせていただくと、やは

り校長先生方は、自分がもし授業をやるならという視点で一生懸

命やってくれているのではないかと思います。 

先ほど学校教育課長から教職員の多忙化解消につなげるという

話もありましたが、横のつながりをしっかりやって、意見をきち

っと吸い上げて新しい価値を創造すると。これは１０月２０日に

文部科学省の大根田さんに来ていただいたのですが、教育デジタ

ルトランスフォーメーション室の室長補佐をやられているのです

けれども、ＧＩＧＡスクール構想で新しい価値を創造できるとい

うことを示唆いただきました。 

当然、非常に財政的に多くの負担がかかっているというのは私
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も理解しております。市長をはじめ市民の皆様から大変期待され

ているということでございますので、新たな学びの創出に向けて、

それを教育水準の改善・向上にぜひつなげていきたい、学校と協

働してやっていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

高橋市長 ありがとうございました。 

新たな取組の中で、さまざま配慮して取り組んでいただいてい

るということがよくわかり、大変安心をいたしました。始まった

ばかりで課題も多くあるかと思いますけれども、学校としっかり

連携して、教育水準の改善・向上に向けてＩＣＴの利活用が図ら

れるよう取り組んでもらいたいと思います。よろしくお願いいた

します。 
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高橋市長 

【その他（１）中学校給食の現況について】 

 

それでは、次の４、その他に移りますが、執行部から２件の報

告があるようでございます。 

まずは、中学校給食の現況について、お願いしたいと思います。 

 

学校教育課 

担当課長 

私からは、中学校給食の現況について御報告させていただきま

す。 

昨年１２月に工事を着工しました秦野市学校給食センターは、

先月末に完成いたしました。４，５００食に対応できる大きな釜、

それから連続フライヤーなどを備えました煮炊き調理室や、食物

アレルギーのある生徒でもなるべくみんなと同じように給食を食

べることができるようアレルギー専用調理室を設け、除去食対応

ができるよう準備いたしました。 

また、会議研修室や見学通路を設け、他市では見られないよう

な大きなガラス窓から迫力ある調理の様子を間近に見られるつく

りとしたことで、食への関心を高め、食育を推進できる施設とな

っております。 

現在、学校給食事務を担当します職員５名が、給食センター内

に事務所を移転し、給食開始に向けた小中学校の給食費の公会計

化の準備、また食材発注の準備などを行っております。 

このような中、先週１７日の日曜日には、市議会議長をはじめ

牧島大臣、また、教育委員の皆様をはじめとした多くの方々に御

出席いただき開所式を執り行いました。開所式には、学校給食セ

ンターの愛称である「はだのっ子キッチン」を命名してくれた本

町中学校、西中学校の生徒２名のほか、優秀賞で次点となりまし

た南中学校、西中学校の２名の生徒にも出席をいただき、市長か

ら表彰していただきました。 

開所式後も、施設内覧をはじめ、現在、内田、高村両副市長、

市議会議員の皆様に内覧していただいております。また、来週に

は小中学校の校長先生方を対象とした内覧も予定しており、多く

の方々に給食事業について関心を寄せていただき、理解を深めて

いただければと考えております。 

また、今月末までには、今年度設置工事をいたしました南中、

東中、大根中、西中の４校のエレベーターが完成いたします。本

町中学校のエレベーター改修工事とあわせて、昨年度設置した４

校を含め、これで全９校にエレベーターがそろい、給食配膳の準

備が整いますことから、１１月１８日、２２日、この両日に市内
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９校を対象に給食提供に伴う配膳シミュレーションを実施いたし

ます。各校への到着時間、コンテナの配置確認、実際に給食を配

膳して、食事をし、片づけまで行う当日さながらのシミュレーシ

ョンを実施することで、１２月１日からの給食提供に備えていた

だきます。 

本年度の給食提供回数は市内共通で、１・２年生が５０回、３

年生は受験や卒業式を考慮し３５回の提供といたします。一月あ

たりの給食費は４，１００円で、１２月２７日が１回目の口座引

き落とし日となります。次年度以降は、学校給食センターの最新

の設備、施設を活用して、食育の観点からもより多くの給食を提

供していきたいと考えております。 

 

高橋市長 ありがとうございました。 

ただいま担当課長から報告がありましたが、委員の皆様から御

質問がありましたらお願いしたいと思います。 

 

牛田委員 先日、私もこの給食センターの開所式に出席させていただきま

した。ありがとうございました。 

本当に今、担当課長から話があったとおり、とてもすばらしく、

そして、先進的な設備がたくさん導入されていて本当に感心いた

しました。また、「はだのっ子キッチン」というようなとても愛

くるしい、親しみやすい命名がされまして、それを命名してくれ

たお子さんの表彰などもして、本当によい式典でもあったと思い

ます。 

ここ２年、３年でしょうか、担当課の皆さんをはじめ関係する

皆さん方には、本当にいろいろと御苦労もあったかと思いますが、

お疲れさまでした。ありがとうございました。 

それで、１２月からいよいよ中学校給食が始まります。子ども

たちはもちろん、御家庭などでも大いに期待されていると思いま

す。そこで、今日は中学校の校長先生方が見えられていますので、

いよいよ１２月から中学校給食が始まるに当たって、子どもたち

の受けとめ方、先生方の様子、また、学校として今準備されてい

るようなことなど、少し現況についてお聞かせ願いたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

 

西中学校長 それでは、西中学校の現況について話をさせていただきます。 

実は、今、この時間にアレルギー研修を職員が受けています。

神奈川病院の先生に来ていただいて本校で1回やったのですが、
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そのときに欠席だった、出張でいなかった職員を含め、今南中で

実施しているアレルギー研修をＺｏｏｍで各校で見られるように

してもらい、全員がアレルギー研修を受けるという形で今やって

います。 

それから、全員ではないですが、小学校の給食の配膳を見に行

って、こうやってやるのだと。あと、子どもたちもこれだけ動く

のだということを確認しています。私自身も小学校で検食の練習

をしました。小学校の大変おいしい給食をいただきました。 

１２月１日に向けて、子どもたちや保護者の期待が非常に高ま

っています。どんな給食が出るのだろうか、給食の話題が子ども

たちの間で出ます。職員も同じようにワクワクしている職員も多

くて、どんな感じなのかとか、今そういう形です。 

この後、今シミュレーションの話が出ましたが、どうやって職

員が動くのだろう、その細かい動きを今つくって、それで予行練

習を何回も繰り返しながら当日を迎えたい。私も楽しみにしてお

りますので、ぜひしっかりと準備をしていきたいと思っています。 

 

東中学校長 本校でも本日、南中学校の研修にＺｏｏｍでの参加と直接研修

を受ける職員に分かれるという形で研修に参加しています。アレ

ルギーに対することについては万全を期したいというところで対

応を考えております。 

生徒の皆さんは、ちょっとお話をしたところ、楽しみに給食が

始まるのを待っている様子がうかがえます。ただ、３年生は、最

後まで「お母さんのお弁当がよかったな」と言う生徒もいたので

すけれども、「これは秦野市で最初の給食を食べた学年という歴

史に残る学年だよね」と言ったら喜んでいました。 

心配事はあるかと聞いたところ、１年生から３年生まで共通し

ていたのが、嫌いなものが出たときに残せないのが心配だと。小

学校のときに非常に厳しく「残さないで食べる」ということを指

導されているというところがあったようで、「嫌いなものが出て

きたときにいやだな」という声はありました。また、給食の配膳

の準備について聞いてみると、生徒の皆さんは何も心配していな

いような状況で、「もう、すぐにでもできる」ということをお話

してくれました。 

また、先日ＰＴＡの運営委員会がございましたけれども、保護

者の方々は、給食の開始に向けて非常に期待感を持って待ってい

られるというお話をいただきましたし、先日たまたま教え子に会

ったのですけれども、給食未実施の自治体に住んでいまして、「学
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校給食が始まるんだ」とちょっと話をしたところ、「わあ、うら

やましい」という言葉が返ってきたのが非常に印象に残っていま

す。 

本校もシミュレーションに向けて、今、細かい段取り等を職員

に向けて徹底するという準備をしているところでございます。 

 

高橋市長 ありがとうございました。それぞれの学校で、皆さんが１２月

１日を楽しみに待っているということがよくわかりました。 

開始まであと1か月余りということでございますので、学校で

の、今お話があった配膳シミュレーションなど、これからが恐ら

くいろいろ細かい調整が必要かと思います。万全の状態で開始で

きるよう、引き続き準備のほうをよろしくお願いしたいと思いま

す。 

そのほか、いかがでしょうか。よろしいですか。 

 

―特になし― 

 

 

 

高橋市長 

【その他（２）国登録文化財について】 

 

それでは、続いてその他の２番目、国登録文化財について、お

願いいたします。 

 

生涯学習課長 私からは、国登録文化財についてということで、震生湖と本町

四ツ角周辺の建造物について御報告いたします。 

当市と中井町にまたがり所在する震生湖は、本年３月２６日に

国登録記念物として登録されました。令和５年９月に関東大震災

１００周年、つまり震生湖誕生１００周年を迎えますが、さらに

その先の１００年後も地域の方々をはじめ多くの市民に愛着を持

っていただけるよう、本年度中に地震の規模を伝える貴重な地質

遺産としての特徴等を記載しました石製の解説看板を設置する予

定でございます。 

今後、震生湖誕生１００周年という節目を迎えるに当たり、地

域の方々や隣接する中井町、また、庁内の関係部署と連携を図り

ながら懇話会等を設置し、１００周年の事業を検討するとともに、

地域の宝であり貴重な文化財である震生湖を大切に守り、将来を

見据えて文化的な価値を継承するよう取り組んでまいります。 

次に、本町四ツ角周辺の建造物の国登録文化財に向けての調査

状況について御報告いたします。 
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現在、本町四ツ角周辺の国登録文化財として、平成２９年に登

録された寿町の宇山商事、本町二丁目にある五十嵐商店の２件が

ございます。そのほかに、神奈川県が平成２４年に刊行した調査

報告書「神奈川県の近代化遺産」のうち、現存する本町地区周辺

にある建造物を対象に、国登録文化財登録に向けて、所有者の意

向を確認しながら選定しているところでございます。 

令和２年度は、東海大学とＮＰＯ法人秦野にぎわい創造まちづ

くりに調査を依頼し、本町三丁目の立花屋茶舗、また、本町一丁

目の林家住宅の２件の調査を完了いたしました。 

今年度も、同じく東海大学と秦野にぎわい創造まちづくりに３

件の調査を依頼しまして、今月に入り、本町三丁目の澤家住宅、

また、寿町の普川家住宅の調査に着手しています。また、本町一

丁目の保全堂薬局については、１１月中には調査に着手する予定

となっております。 

調査を終えた建造物は、今後、文化庁の現地調査を経てから具

申となります。現時点で文化庁の現地調査の予定は示されており

ませんで未定になっておりますが、引き続き、文化財を活用した

まちづくりにつなげていけるよう取り組んでまいります。 

 

高橋市長 説明が終わりました。 

委員の皆様から御意見、御質問があればお願いしたいと思いま

す。 

 

飯田委員 今回、関東大震災で誕生した堰止湖である震生湖が国の登録記

念物として登録されたというのは、本当に大変喜ばしいことだと

思います。 

先日、映画の撮影が震生湖で行われたという記事がタウンニュ

ースに掲載されていました。２年後には誕生１００周年を迎える

節目の年となるので、市民はもとより、広く市外の方々にもＰＲ

できるようにお願いしたいと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

高橋市長 ありがとうございました。 

秦野市にはまだまだ市民あるいは市外の方に誇れる魅力あるも

のがたくさんあります。そういったものを掘り起こすための一つ

の手段として国登録文化財があるかと思いますので、今後も継続

して取り組んでいきたいと思います。 

それでは、以上で予定しておりました案件は終了となりますが、
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せっかくの機会でございますので、教育委員の皆様から何かござ

いましたらお願いしたいと思います。 

 

飯田委員 本日の会議の中で度々教職員の多忙化という話が出ました。牛

田委員から教員の多忙化解消は重要なことだというお話も出てい

ました。 

以前、私は教育委員会会議の中でも質問しましたが、学校開放

の手続等について、先生方の負担が大きいということから見直し

を行っていただくということだったのですが、その後、この辺が

どのようになっているのか、お答えいただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 

教育総務課長 学校開放事務につきましては、今月１０月１９日に関係各課で

打合せを行いました。その中では、教職員の負担軽減に向けて、

今学校に担っていただいている業務を一括してスポーツ推進課に

移管すること、また、施設の利用予約に当たりましては、公民館

などでも使用している県のシステムを導入することなどを基本方

針といたしまして、令和５年４月からのスタートに向けて協議を

進めていこうということで一致いたしました。 

スムーズな移行に向けて、関係課でしっかりと取り組んでまい

りたいと思います。 

 

佐藤教育長 この件につきましては、飯田委員をはじめとして各委員から

度々御質問をいただいております。既に８月の重要施策のヒアリ

ングでも、市長から早期に実現できるよう進めるということの指

示を受けております。 

今、教育部長のほうで各課と調整していただいて推進を図って

おるのですが、そもそもこの学校開放業務が、実は学校によって

は教頭先生が担っているケースが多々ございます。教頭の仕事と

いうのは、実は校長先生方は校長室にいらっしゃいますので、教

頭先生が職員室全体を見渡せる位置にいるのですね。私も２年ほ

ど経験させていただきましたが、実は、これは教育水準の改善・

向上や教職員の働き方改革、また、さまざまな面で教頭の仕事は

大変重要になっています。ですから、教頭の仕事をできるだけ負

担軽減してあげるということで、市長にも御理解をいただきまし

てスクールサポートスタッフを県下でも先駆けて導入しました

が、これは実は教頭先生にとってもかなりの負担軽減になってい

ます。 
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いずれにしましても、働き方改革推進というのは教育委員会の

一つの方針でございますので、積極的に進めてまいりたいと思っ

ております。 

 

高橋市長 ありがとうございました。 

先ほど協議をいただきました教育水準の改善・向上に当たって

は、先生方が子どもたちに向き合う時間を確保するために、教職

員の働き方改革も大変重要な要素であると思います。ぜひ、学校

開放業務の見直しについて早期に実現できるよう取り組んでいた

だきたいと思います。 

まだまだ御意見等伺いたいところではありますが、時間も大分

経過しましたので、このあたりで本日の会議を終了したいと思い

ますがいかがでしょうか。 

―異議なし― 

 

高橋市長 よろしいですか。 

それでは、本日は３名の校長先生にも御出席をいただきまして、

現場の状況につきましてつぶさに御報告いただきました。大変あ

りがとうございました。また、皆様には、長時間にわたり貴重な

御意見をいただきありがとうございました。 

冒頭にも申し上げましたとおり、新型感染症における感染者数

は大きく減ってきております。学校あるいは各種施設をはじめ、

社会全般におけるさまざまな制限は徐々に緩和へ向かっておりま

す。一方で、これからの学校教育では、教育水準の改善・向上に

向けて、授業でのタブレットの活用あるいは自宅でのオンライン

学習などＩＣＴを活用した新たな学びについて、やはりスピード

感を持って取り組んでいくことが重要であると思います。 

コロナ禍において、先行きが見えづらい、また、非常に対応が

難しい局面ではあろうかと思いますけれども、教育委員の皆様に

は、秦野市の教育の発展、向上に向け、引き続き御尽力をいただ

きますようよろしくお願いいたします。 

それでは、本日は長時間にわたりありがとうございました。 

 

教育部長 市長、委員の皆様、長時間にわたる会議、お疲れさまでござい

ました。 

それでは、以上をもちまして令和３年度第２回総合教育会議を

閉会とさせていただきます。 

本日はありがとうございました。 
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